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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画素がマトリクス状に配置される表示部と、
　前記表示部の各行に対して水平期間毎に順次転送される垂直シフトパルスを生成する垂
直駆動部と、
　前記垂直駆動部により指定された行に対して、前記表示部の各列の画素に対する画素書
き込み信号の書き込みを許可するための書き込み許可信号を生成する第１信号生成部と、
　水平期間毎に極性が反転する前記画素書き込み信号および共通電位を生成する第２信号
生成部と、
　前記書き込み許可信号に同期したタイミングで、前記画素書き込み信号および前記共通
電位を画素に与える水平駆動部と、
　書き込み対象が前記表示部の表示領域から非表示領域へ移行したことを条件として、前
記画素書き込み信号および前記共通電位の反転タイミングを遅延させる反転遅延部と、
　を備えた表示装置。
【請求項２】
　前記第１信号生成部は、基準クロックを計数するためのカウンタを含み、
　書き込み対象が前記表示部の表示領域から非表示領域へ移行した場合には、前記反転タ
イミングを遅延させた後に、前記カウンタを停止させる
　請求項１記載の表示装置。
【請求項３】
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　書き込み対象が前記表示部の表示領域であるか否かを示す待機モード信号が与えられ、
　前記反転遅延部は、当該待機モード信号に基づいて、前記反転タイミングを遅延させる
か否かを判断する
　請求項１記載の表示装置。
【請求項４】
　前記反転遅延部は、水平同期信号に同期して第１反転信号を生成し、当該第１反転信号
と、第１反転信号を遅延させた第２反転信号とのいずれかを、前記待機モード信号に基づ
いて選択的に前記第２信号生成部に与え、
　第２信号生成部は、反転遅延部から与えられる反転信号に同期して、前記画素書き込み
信号および前記共通電位を反転させる
　請求項３記載の表示装置。
【請求項５】
　前記反転遅延部は、複数のゲート回路からなる遅延素子を含む
　請求項４記載の表示装置。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画素がマトリクス状に配置されてなる表示部を有する表示装置、特に、当該
表示部と同じ透明絶縁基板上などに、当該表示部を駆動する周辺の駆動回路を一体的に搭
載する駆動回路一体型表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　液晶表示装置やＥＬ（electroluminescence）表示装置に代表されるフラットパネル型
表示装置の分野では、近年、パネルの狭額縁化、薄型化を図るために、画素がマトリクス
状に配置される表示部と同じ透明絶縁基板上に、当該表示部を駆動する周辺の駆動回路を
一体的に搭載するいわゆる駆動回路一体型の表示装置の開発が進められている。
　液晶表示装置やＥＬ表示装置においては、画素トランジスタとしてＴＦＴが用いられて
いることから、駆動回路を透明絶縁基板上に搭載するに当たっては当該駆動回路もＴＦＴ
を用いて形成されることになる。
【０００３】
　このような駆動回路一体型の表示装置において、駆動回路を動作させるための各種のタ
イミング信号を生成するタイミング生成回路を、ガラス基板などの絶縁基板上に素子特性
のばらつきが大きく、閾値Ｖｔｈが高いトランジスタ、例えば薄膜トランジスタ(Thin Fi
lm Transistor;ＴＦＴ)で形成するとした場合、タイミング生成回路に与えられるマスタ
クロックの周波数が高い場合には、タイミング生成回路内のカウンタの動作マージンがな
くなることが懸念される。また、高い周波数でカウンタを動作させると、タイミング生成
回路で消費する電力が大きくなる。
【０００４】
　そこで、たとえば下記特許文献１には、タイミング生成回路において、マスタクロック
よりも遅い周波数の動作クロックを生成し、この生成された周波数の遅い動作クロックに
基づいて複数のタイミング信号を発生することによって、動作スピードが遅くて済むため
安定した動作を可能とし、かつ、消費電力を低減させたタイミング生成回路、表示装置に
関する技術が開示されている。
【０００５】
【特許文献１】特開２００３－３４５４５７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　ところで、従来の表示装置では、当該表示装置を搭載する電子機器本体側の通常消費電
力状態と低消費電力状態の切り換えに応じて、通常動作モードと待機モード（スタンバイ
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モード）に切り換える機能を有しているものがある。待機モードでは、電子機器本体側か
ら電源電圧の供給を受けている状態のまま、ディスプレイの表示を必要最低限に抑制する
ため、表示装置の消費電力を低減することができる。
【０００７】
　しかしながら、従来の待機モードでは、表示装置側において消費電力を抑制する手段が
不十分であるため、待機モードで十分な節電効果を得るに至っておらず、これが解決すべ
き課題となっている。
　以下、この課題について、添付図面に関連付けて説明する。
【０００８】
　図１は、本発明の一実施形態の構成を示す図であるが、基本的な構成は、従来の表示装
置と同様である。すなわち、図１に示すように、従来の表示装置についても、表示部にお
いて画素がマトリクス状に配置され、この表示部の各行が画素スイッチパルスＰＳＷによ
り順次選択され、選択された行の各列の画素に対して画素書き込み信号ＷＲが与えられる
構成となっている。
【０００９】
　図９は、従来の表示装置において、通常動作モードから待機モードに変化した場合の動
作を示すタイミングチャートであり、（ａ）は待機モード信号ＳＴＢ、（ｂ）はタイミン
グ生成回路内のカウンタ動作、（ｃ）は水平同期信号Ｈｓｙｎｃ、（ｄ）は書き込みイネ
ーブル信号ＷＥＮ、（ｅ）～（ｈ）は表示部の各行の垂直シフトパルスＶＳＰ、（ｉ）～
（ｌ）は表示部の各行の画素スイッチパルスＰＳＷ、（ｍ）は画素書き込み信号ＷＲ、（
ｎ）は対向電位Ｖｃｏｍ（共通電位）、を示す。
　図１０は、従来の表示装置における画質劣化を説明するための図であり、（ａ）は画素
スイッチ信号ＰＳＷ、（ｂ）は画素書き込み信号ＷＲ、を示す。
【００１０】
　図９に示すタイミングチャートは、表示装置を１Ｈ反転駆動（Ｈは水平期間）させた場
合の例であって、図９（ｍ），（ｎ）に示すように、表示パネル内の画素に対する画素書
き込み信号ＷＲと、その書き込みの基準電位となる対向電位Ｖｃｏｍとが１Ｈ毎に反転し
た交流駆動を行っている。そして、図９（ｉ）～（ｌ）に示すように、書き込みイネーブ
ル信号ＷＥＮと垂直シフトパルスＶＳＰがともにハイレベルであることを条件として、画
素スイッチ信号ＰＳＷがハイレベルとなり、その期間に表示部の各列の画素に画素書き込
み信号ＷＲが与えられる。これにより、画素書き込み信号ＷＲおよび対向電位Ｖｃｏｍが
反転しない安定した期間において、表示部への書き込みが行われる。
【００１１】
　しかしながら、時刻ｔ１に通常動作モードから待機モードに変化した後、タイミング生
成回路内のカウンタを停止させた場合には（時刻ｔ２）、それ以降タイミング生成回路が
書き込みイネーブル信号ＷＥＮを生成できないため、図９（ｌ）～（ｎ）に示すように、
画素スイッチ信号ＰＳＷのレベル変化のタイミングと、画素書き込み信号ＷＲおよび対向
電位Ｖｃｏｍが反転するタイミングとが重なってしまう。
　これにより、図１０に示すように、画素書き込み信号ＷＲおよび対向電位Ｖｃｏｍが反
転中の電位を画素が取り込むことになって、予期しない電位で画素電位が確定するため、
画質が劣化する。
【００１２】
　それゆえ、従来の表示装置では、画質を劣化させないようにするため、通常動作モード
から待機モードに変化した場合であっても、タイミング生成回路内のカウンタを停止させ
ることができず、待機モードにおいて十分に消費電力を低減させることができなかった。
【００１３】
　本発明は上述した観点を鑑みてなされたものであって、その目的は、通常動作状態から
待機モード状態に変化させた場合に、画質劣化を生じさせず、かつ、十分に消費電力を低
減させるようにした表示装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
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【００１４】
　上記課題を克服するために、本発明に係る表示装置は、画素がマトリクス状に配置され
る表示部と、前記表示部の各行に対して水平期間毎に順次転送される垂直シフトパルスを
生成する垂直駆動部と、前記垂直駆動部により指定された行に対して、前記表示部の各列
の画素に対する画素書き込み信号の書き込みを許可するための書き込み許可信号を生成す
る第１信号生成部と、水平期間毎に極性が反転する前記画素書き込み信号および共通電位
を生成する第２信号生成部と、前記書き込み許可信号に同期したタイミングで、前記画素
書き込み信号および前記共通電位を画素に与える水平駆動部と、書き込み対象が前記表示
部の表示領域から非表示領域へ移行したことを条件として、前記画素書き込み信号および
前記共通電位の反転タイミングを遅延させる反転遅延部と、を備えた表示装置である。
【００１５】
　好適には、前記第１信号生成部は、基準クロックを計数するためのカウンタを含み、書
き込み対象が前記表示部の表示領域から非表示領域へ移行した場合には、前記反転タイミ
ングを遅延させた後に、前記カウンタを停止させる。
【００１６】
　特定的には、書き込み対象が前記表示部の表示領域であるか否かを示す待機モード信号
が与えられ、前記反転遅延部は、当該待機モード信号に基づいて、前記反転タイミングを
遅延させるか否かを判断する。
【００１７】
　特定的には、前記反転遅延部は、水平同期信号に同期して第１反転信号を生成し、当該
第１反転信号と、第１反転信号を遅延させた第２反転信号とのいずれかを、前記待機モー
ド信号に基づいて選択的に前記第２信号生成部に与え、第２信号生成部は、反転遅延部か
ら与えられる反転信号に同期して、前記画素書き込み信号および前記共通電位を反転させ
る。
【００１８】
　本発明の作用は以下の通りである。
　すなわち、垂直駆動部が、表示部の各行に対して水平期間毎に順次転送される垂直シフ
トパルスを生成し、第１信号生成部が、その垂直シフトパルスにより指定された行に対し
て、表示部の各列の画素に対する書き込みを許可するための書き込み許可信号を生成する
。第２信号生成部は、水平期間毎に極性が反転する画素書き込み信号および共通電位を生
成する。そして、水平駆動部は、その書き込み許可信号に同期したタイミングで、第２信
号生成部により生成された画素書き込み信号および共通電位を画素に与える。
【００１９】
　その際、書き込み対象が前記表示部の表示領域から非表示領域へ移行したことを条件と
して、反転遅延部は、画素書き込み信号および基準電位の反転タイミングを遅延させる。
　そして、好適には、第１信号生成部は、基準クロックを計数するためのカウンタを含み
、前記反転タイミングを遅延させた後に、当該カウンタを停止させる。
【発明の効果】
【００２０】
　本発明によれば、通常動作状態から待機モード状態に変化させた場合に、画質劣化を生
じず、かつ、十分に消費電力を低減させることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２１】
　以下、本発明の実施形態を添付図面に関連付けて説明する。
　なお、表示部３は、本発明の表示部の一実施形態である。
　タイミング生成回路４は、本発明の第１信号生成部および反転遅延部、遅延手段の一実
施形態である。
　垂直駆動回路５は、本発明の垂直駆動部、行選択手段の一実施形態である。
　基準信号生成回路６および対向・保持信号生成回路８は、本発明の第２信号生成部、信
号反転手段の一実施形態である。
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　水平駆動回路７は、本発明の水平駆動部、書き込み手段の一実施形態である。
【００２２】
　図１は、本発明に係る表示装置、例えば液晶表示装置１の構成例を示すブロック図であ
る。図１において、透明絶縁基板、例えばガラス基板上に、画素がマトリクス状に配置さ
れた表示部３が形成されている。かかるガラス基板は、もう一枚のガラス基板と所定の間
隙を持って対向配置され、両基板間に液晶材料を封止することで表示パネル（ＬＣＤパネ
ル）を構成している。
【００２３】
　表示部３において、マトリクス状に配置された画素の各々は、画素トランジスタである
ＴＦＴ(Thin Film Transistor;薄膜トランジスタ)３２と、このＴＦＴ３２のドレイン電
極に画素電極が接続された液晶セル３１と、ＴＦＴ３２のドレイン電極に一方の電極が接
続された保持容量３３とを有する構成となっている。ここで、液晶セル３１は、画素電極
とこれに対向して形成される対向電極との間で発生する液晶容量を意味する。
【００２４】
　この画素構造において、ＴＦＴ３２はゲート電極がゲート線（走査線）３４に接続され
、ソース電極がデータ線（信号線）３５に接続されている。液晶セル３１の対向電極がＶ
ｃｏｍ線３６に対して各画素共通に印加されている。そして、液晶セル３１の対向電極に
は、Ｖｃｏｍ線３６を介して対向電位Ｖｃｏｍ（共通電位）が各画素共通に与えられる。
保持容量３３は他方の電極（対向電極側の端子）が保持信号線３７に対して各画素共通に
接続され、保持信号ＨＬＤが印加される。
【００２５】
　ここで、液晶セル３１は一般に交流駆動される。すなわち、データ線３５を介して液晶
セル３１に書き込まれる画素書き込み信号ＷＲは周期的に極性が反転する。これに合わせ
て、液晶セル３１の対向電位Ｖｃｏｍも周期的に極性反転する必要がある。ここで、液晶
セル３１やこれをスイッチング駆動するＴＦＴ３２には、極性に関し非対称性がある。こ
のため、画素電極側と対向電極側で中心レベルを合わせておくと、極性に関する非対称性
が表われて、焼付きなど画品位の劣化が生じる。この対策として、画素書き込み信号ＷＲ
に対し対向電位Ｖｃｏｍを所定電圧分だけオフセットし、極性に関する非対称性を打ち消
すことが行われている。
　なお、保持容量３３も、液晶セル３１の交流駆動に合わせて、交流動作させる必要があ
る。このため、各保持容量３３に共通接続された保持信号線３７に、同様に、所定の周期
で極性反転する保持信号ＨＬＤを印加する必要がある。
【００２６】
　図１において、表示部３と同じガラス基板上には、たとえば、表示部３の上側にインタ
フェース（Ｉ／Ｆ）回路２および対向・保持信号生成回路８が、表示部３の左側にタイミ
ング生成回路４および基準信号生成回路６が、表示部３の下側に水平駆動回路７が、表示
部３の右側に垂直駆動回路５が、がそれぞれ搭載されている。これら周辺の駆動回路は、
表示部３の画素トランジスタと共に、低温ポリシリコンあるいはＣＧ(Continuous Grain;
連続粒界結晶)シリコンを用いて作製される。
【００２７】
　インタフェース回路２は、液晶表示装置１が搭載される電子機器本体（セットと称する
）側から、マスタクロックＭＣＫ、パラレル入力の表示データ、同期信号（水平同期信号
Ｈｓｙｎｃ，垂直同期信号Ｖｓｙｎｃ）、待機モード信号ＳＴＢが入力される。
　なお、待機モード信号ＳＴＢは、通常の表示動作状態が要求されている場合には「１」
（ハイレベル）、セット側から待機状態が要求されている場合には「０」（ロウレベル）
、となる信号である。
【００２８】
　図２は、通常動作状態および待機状態での表示部３の表示状態を図解した図である。
　図２に示すように、待機状態では、表示部３の特性に応じて黒（図２（ａ））または白
（図２（ｂ））の非表示領域となる。
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【００２９】
　再び図１の説明に戻る。
　タイミング生成回路４では、マスタクロックＭＣＫ、同期信号、待機モード信号ＳＴＢ
に基づいて、垂直駆動回路５、基準信号生成回路６、水平駆動回路７、対向・保持信号生
成回路８を駆動するため必要な各種のタイミング信号を生成する。
　タイミング生成回路４の構成については、後述する。
【００３０】
　基準信号生成回路６は、表示データのビットに応じたアナログ電位を選択して水平駆動
回路７に供給する。たとえば、表示データが６ビットで６４階調である場合には、ラダー
抵抗によって電源電圧を分圧して生成された、基準電位となる６４階調のアナログ電位Ｒ
ＥＦを水平駆動回路７に供給する。
　その際、画素書き込み信号ＷＲは交流駆動されるため、基準信号生成回路６で生成する
アナログ電位も所定周期（たとえば、１Ｈ）で極性を反転させる必要がある。そして、基
準信号生成回路６では、タイミング生成回路４から与えられる反転信号ＲＥＶに同期して
、アナログ電位の極性を反転させる。
【００３１】
　水平駆動回路７は、たとえば、図示しない水平シフトレジスタ、データサンプリングラ
ッチ回路およびＤＡ（デジタル－アナログ）変換回路により構成される。
　水平シフトレジスタは、タイミング生成回路４から供給される水平スタートパルスＨＳ
Ｔに応答してシフト動作を開始し、同じくタイミング生成回路４から供給される水平クロ
ックパルスＨＣＫに同期して１水平期間に順次転送していくサンプリングパルスを生成す
る。
　データサンプリングラッチ回路は、水平シフトレジスタで生成されたサンプリングパル
スに同期して、インタフェース回路２から供給される表示データを１水平期間で順次サン
プリングしラッチする。このラッチされた１ライン分のデジタルデータは、ＤＡ変換回路
でアナログ表示信号に変換される。
　ＤＡ変換回路は、基準信号生成回路６から与えられる階調数分の基準電圧ＲＥＦの中か
ら、デジタルデータに対応した基準電圧を選択し、アナログ表示信号として画素書き込み
信号ＷＲを出力する。
【００３２】
　垂直駆動回路５は、図示しない垂直シフトレジスタおよびゲートバッファによって構成
される。
　垂直シフトレジスタは、タイミング生成回路４から供給される垂直スタートパルスＶＳ
Ｔに応答してシフト動作を開始し、同じくタイミング生成回路４から供給される垂直クロ
ックパルスＶＣＫに同期して１垂直期間に順次転送していく垂直シフトパルスＶＳＰを生
成する。
　また、垂直駆動回路５には、タイミング生成回路４から、垂直シフトパルスＶＳＰより
パルス幅の短い書き込みイネーブル信号ＷＥＮが供給される。そして、垂直駆動回路５は
、順次転送される垂直シフトパルスＶＳＰと書き込みイネーブル信号ＷＥＮのパルスがと
もにハイレベルであるタイミングで、画素スイッチ信号ＰＳＷを生成する。
　この生成された画素スイッチ信号ＰＳＷは、表示部３２の各行に配線されたゲート線に
ゲートバッファを通して順次出力される。
【００３３】
　この垂直駆動回路５による垂直走査により、画素スイッチ信号ＰＳＷが各行のゲート線
に順次出力されると、表示部３の各画素が行単位で順に選択される。そして、この選択さ
れた１ライン分の画素に対して、水平駆動回路７のＤＡ変換回路から出力される１ライン
分の画素書き込み信号ＷＲがデータ線３５を経由して一斉に書き込まれる。このライン単
位の書き込み動作が繰り返されることにより、１画面分の画表示が行われる。
【００３４】
　対向・保持信号生成回路８は、先述した保持信号ＨＬＤを生成し、保持信号線３７を介
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して保持容量３３の他方の電極に対して各画素共通に与える。
　ここで、たとえば１Ｈ反転駆動を採用する場合には、保持信号ＨＬＤは、画素書き込み
信号ＷＲに合わせて１Ｈ毎に極性を反転させた交流反転を繰り返すことになる。
【００３５】
　対向・保持信号生成回路８は、先述した対向電位Ｖｃｏｍを生成する。対向電位Ｖｃｏ
ｍは、対向接続電極９を介して、画素３３の対向電極に接続されるＶｃｏｍ線３６に共通
に与えられる。
　ここで、対向電位Ｖｃｏｍとしては、保持信号ＨＬＤとほぼ同じ振幅の交流電圧が用い
られる。ただし、実際には、図１において、データ線３５からＴＦＴ３２を通して液晶セ
ル３１の画素電極に信号を書き込む際に、寄生容量などに起因してＴＦＴ３２で電圧降下
が生じることから、対向電位Ｖｃｏｍとしては、その電圧降下分だけＤＣシフトした交流
電圧を用いる必要がある。
【００３６】
　また、対向・保持信号生成回路８は、タイミング生成回路４から反転信号ＲＥＶが供給
され、この反転信号ＲＥＶに同期して、保持信号ＨＬＤおよび対向電位Ｖｃｏｍを反転さ
せる。
【００３７】
　上記した構成の液晶表示装置１では、表示部３と同一のパネル（ガラス基板）上に、水
平駆動回路７および垂直駆動回路５に加えて、インタフェース回路２、タイミング生成回
路４、基準信号生成回路６、対向・保持信号生成回路８などの周辺の駆動回路を一体的に
搭載したことにより、全駆動回路一体型の表示パネルを構成でき、外部に別の基板やＩＣ
、トランジスタ回路を設ける必要がないため、システム全体の小型化および低コスト化が
可能になる。
【００３８】
　次に、タイミング生成回路４の構成について、図３に関連付けて説明する。
　図３は、タイミング生成回路４の構成例を示すブロック図である。
【００３９】
　図３に示すように、タイミング生成回路４は、内部クロック生成回路４１、カウンタ（
ＣＴＲ）４２、水平駆動信号生成回路４３、垂直駆動信号生成回路４４、反転タイミング
調整回路４５から構成される。
【００４０】
　内部クロック生成回路４１は、マスタクロックＭＣＫを分周してマスタクロックＭＣＫ
より低い周波数の内部クロック信号を生成する。内部クロック信号には、水平用の内部ク
ロック信号（水平クロック）Ｓ４１＿Ｈと、垂直用の内部クロック信号（垂直クロック）
Ｓ４１＿Ｖとが含まれる。この内部クロック信号は、カウンタ４２を動作させるためのベ
ース信号となる。
【００４１】
　水平駆動信号生成回路４３および垂直駆動信号生成回路４４は、カウンタ４２を動作さ
せ、駆動に必要な各種信号を生成する。
　水平駆動信号生成回路４３は、水平クロックパルスＨＣＫ、水平スタートパルスＨＳＴ
および書き込みイネーブル信号ＷＥＮを生成する。
　垂直駆動信号生成回路４４は、垂直クロックパルスＶＣＫおよび垂直スタートパルスＶ
ＳＴを生成する。
【００４２】
　また、垂直駆動信号生成回路４４は、垂直クロック信号Ｓ４１＿Ｖに基づいて、カウン
タ４２によらずに、上記垂直クロックパルスＶＣＫおよび垂直スタートパルスＶＳＴを生
成することができる。
【００４３】
　反転タイミング調整回路４５は、カウンタ４２を動作させて、基準信号生成回路６およ
び対向・保持信号生成回路８に供給する反転信号ＲＥＶを生成する。たとえば、１Ｈ反転
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駆動の場合には、反転信号ＲＥＶは、１水平期間毎に反転する信号となる。
　また、反転タイミング調整回路４５は、待機モード信号ＳＴＢに基づいて、反転信号Ｒ
ＥＶの反転タイミングを遅延させるか否かを判断する。これにより、後述するように、通
常動作モードから待機モードに変化した場合であっても、反転による極性の切り替わりの
タイミングで画素電位が予期しない値に確定することが回避される。
【００４４】
　また、タイミング生成回路４では、通常動作モードから待機モードに変化したと判断し
た場合、一定期間経過後に、内部クロック生成回路４１の水平クロック生成部と、カウン
タ４２とを停止させる。これにより、消費電力を低減する。
　なお、上記一定期間は、後述する反転タイミング調整回路４５の遅延量に応じて、設定
される。
【００４５】
　図４は、反転タイミング調整回路４５において、反転信号ＲＥＶを遅延させる部分の回
路構成例を示す図である。
　図４において、反転信号Ｐ＿ＲＥＶは、通常動作モードに対応した反転信号であって、
たとえば、１Ｈ反転駆動の場合には、反転信号Ｐ＿ＲＥＶは、１水平期間毎に反転する信
号となる。
　そして、反転タイミング調整回路４５は、遅延回路４５１、スイッチ４５２、バッファ
４５３を含んで構成される。遅延回路４５１は、ＴＦＴによるゲート回路と、抵抗および
キャパシタからなる微分回路とを含む。なお、ゲート回路の段数と、抵抗およびキャパシ
タの特性に応じて、遅延量を適宜設定できることは言うまでもない。
【００４６】
　図４に示す回路では、待機モード信号ＳＴＢのレベルに応じて、スイッチ４５２は、接
点Ｃ１もしくはＣ２のいずれかを選択する。
　そして、待機モード信号ＳＴＢが「１」の場合、すなわち、通常動作モードの場合には
、接点Ｃ１が選択される。これにより、反転信号Ｐ＿ＲＥＶは、そのまま反転信号ＲＥＶ
として出力される。
　また、待機モード信号ＳＴＢが「０」の場合、すなわち、待機モードの場合には、接点
Ｃ２が選択される。これにより、反転信号Ｐ＿ＲＥＶは、遅延回路４５１により所定時間
遅延されて反転信号ＲＥＶとして出力される。
【００４７】
　なお、反転信号Ｐ＿ＲＥＶを遅延させる方法は、図４に示した回路図に限られない。
　図５は、反転タイミング調整回路４５において、反転信号ＲＥＶを遅延させる部分の他
の回路構成例を示す図である。
　図５（ａ）は、遅延回路４５１をゲート回路とキャパシタにより構成した回路を、図５
（ｂ）は、遅延回路４５１をゲート回路と抵抗により構成した回路を、図５（ｂ）は、遅
延回路４５１をゲート回路のみで構成した回路を、それぞれ示す。
　いずれの場合にも、反転信号Ｐ＿ＲＥＶを遅延させることが可能である。
【００４８】
　次に、液晶表示装置１の表示動作について説明する。
【００４９】
　図６は、実施形態に係る液晶表示装置１において、通常動作モードでの動作を示すタイ
ミングチャートであり、（ａ）は待機モード信号ＳＴＢ、（ｂ）はタイミング生成回路内
のカウンタ動作、（ｃ）は水平同期信号Ｈｓｙｎｃ、（ｄ）は書き込みイネーブル信号Ｗ
ＥＮ、（ｅ）～（ｈ）は表示部の各行の垂直シフトパルスＶＳＰ、（ｉ）～（ｌ）は表示
部の各行の画素スイッチパルスＰＳＷ、（ｍ）は反転信号ＲＥＶ、（ｎ）は画素書き込み
信号ＷＲ、（ｏ）は対向電位Ｖｃｏｍおよび保持信号ＨＬＤ、を示す。
【００５０】
　図６に示す動作は、常に通常動作であるため、図６（ｂ）に示すように、カウンタＣＴ
Ｒは常にアクティブとなっている。
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【００５１】
　図６（ｄ）に示すように、書き込みイネーブル信号ＷＥＮは、タイミング生成回路４に
より水平同期信号Ｈｓｙｎｃに応じたタイミングで生成され、垂直駆動回路５に供給され
る。
　垂直駆動回路５では、タイミング生成回路４から供給される垂直スタートパルスＶＳＴ
に応答してシフト動作を開始し、図６（ｅ）～（ｈ）に示すように、同じくタイミング生
成回路４から供給される垂直クロックパルスＶＣＫに同期して１垂直期間に順次転送して
いく垂直シフトパルスＶＳＰを生成する。
【００５２】
　さらに、垂直駆動回路５は、図６（ｉ）～（ｌ）に示すように、順次転送される垂直シ
フトパルスＶＳＰと書き込みイネーブル信号ＷＥＮのパルスがともにハイレベルであるこ
とを条件としてハイレベルとなる画素スイッチ信号ＰＳＷを生成する。すなわち、画素ス
イッチ信号ＰＳＷは、垂直シフトパルスＶＳＰと書き込みイネーブル信号ＷＥＮの論理和
となっている。
　この生成された画素スイッチ信号ＰＳＷは、表示部３２の各行に配線されたゲート線３
４に順次出力される。
【００５３】
　この垂直駆動回路５による垂直走査により、画素スイッチ信号ＰＳＷが各行のゲート線
に順次出力されると、表示部３の各画素が行単位で順に選択される。そして、この選択さ
れた１ライン分の画素に対して、水平駆動回路７のＤＡ変換回路から出力される１ライン
分の画素書き込み信号ＷＲがデータ線３５を経由して一斉に書き込まれる。
【００５４】
　図６（ｍ）～（ｏ）に示すように、画素書き込み信号ＷＲは、交流駆動される反転信号
ＲＥＶ、画素書き込み信号ＷＲ、対向電位Ｖｃｏｍ、保持信号ＨＬＤの各信号の反転が行
われない期間に、画素に印加される。
　すなわち、図６に示すように、書き込みイネーブル信号ＷＥＮのパルス幅は、垂直シフ
トパルスＶＳＰのパルス幅よりも狭くなるように設定されているので、これらの論理和で
ある画素スイッチ信号ＰＳＷのパルス幅も、書き込みイネーブル信号ＷＥＮと同様に狭く
なるため、画素書き込み信号ＷＲが反転する不安定なタイミングで画素電位が確定してし
まう状態が回避されている。
【００５５】
　図７は、実施形態に係る液晶表示装置１において、通常動作モードから待機モードに変
化した場合の動作を示すタイミングチャートであり、（ａ）は待機モード信号ＳＴＢ、（
ｂ）はタイミング生成回路内のカウンタ動作、（ｃ）は水平同期信号Ｈｓｙｎｃ、（ｄ）
は書き込みイネーブル信号ＷＥＮ、（ｅ）～（ｈ）は表示部の各行の垂直シフトパルスＶ
ＳＰ、（ｉ）～（ｌ）は表示部の各行の画素スイッチパルスＰＳＷ、（ｍ）は反転信号Ｒ
ＥＶ、（ｎ）は画素書き込み信号ＷＲ、（ｏ）は対向電位Ｖｃｏｍおよび保持信号ＨＬＤ
、を示す。
【００５６】
　図７では、時刻ｔ１において、待機モード信号ＳＴＢのレベルが変化し、表示領域から
非表示領域へ変化している。この場合に、タイミング生成回路４は、消費電力を低減させ
るため、時刻ｔ２において内部クロック生成回路４１の水平クロック生成部とカウンタ４
２とを停止させる。
　水平クロックの生成とカウンタ動作を時刻ｔ１の時点で停止しないのは、反転タイミン
グ調整回路４５における反転タイミングの遅延分を考慮しているためである。
【００５７】
　これによって、時刻ｔ２以降に、タイミング生成回路４は、書き込みイネーブル信号Ｗ
ＥＮを生成することができなくなる。そのため、図７（ｈ），（ｌ）が示すように、垂直
シフトパルスＶＳＰと書き込みイネーブル信号ＷＥＮの論理和である画素スイッチ信号Ｐ
ＳＷは、垂直シフトパルスＶＳＰと同一のパルスとなる。
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【００５８】
　タイミング生成回路４は、待機モード信号ＳＴＢのレベルが「１」から「０」に変化す
ると、反転信号ＲＥＶを遅延させて出力する。
　これにより、基準信号生成回路６は、基準信号ＲＥＦを遅延させて水平駆動回路７に供
給し、また、対向・保持信号生成回路８は、保持信号ＨＬＤおよび対向電位Ｖｃｏｍを遅
延させて表示部３に供給するため、図７（ｍ）～（ｏ）に示すように、各信号の交流駆動
の反転タイミングが遅延する。
　その結果、画素スイッチ信号ＰＳＷのレベル変化のタイミングと画素書き込み信号ＷＲ
の反転タイミングとが重なり合わず、画素電位が予期しない値に確定するという状態が回
避される。したがって、画質の状態が維持される。
【００５９】
　図８は、実施形態に係る液晶表示装置１において、通常動作モードから待機モードに変
化した場合の各部の動作状態を示すタイミングチャートであり、（ａ）は待機モード信号
ＳＴＢ、（ｂ）はマスタクロックＭＣＫ、（ｃ）は水平同期信号Ｈｓｙｎｃ、（ｄ）は水
平内部クロックＳ４１＿Ｈ、（ｅ）はカウンタ（ＣＴＲ）４２、（ｆ）は水平駆動信号生
成回路４３の出力、（ｇ）は垂直駆動信号生成回路４４の出力、の状態である。
【００６０】
　図８に示すように、タイミング生成回路４の内部では、待機モード信号ＳＴＢのレベル
が変化した後、内部クロック生成回路４１において水平クロックが停止するとともに、カ
ウンタ４２が停止する。その結果、水平駆動信号生成回路４３の出力が停止する。
　したがって、タイミング生成回路４で行う処理のうち多くの処理が停止するため、タイ
ミング生成回路４での消費電力が低減する。
【００６１】
　以上説明したように、本実施形態に係る液晶表示装置１によれば、通常動作状態である
か、待機状態であるかを示す待機モード信号に基づいて、待機状態に移行したと判断した
場合には、タイミング生成回路４の内部クロックおよびカウンタの動作を停止させるとと
もに、液晶セルに与える交流信号の反転タイミングを遅延させるように構成したので、以
下の効果を得ることができる。
　すなわち、タイミング生成回路４の内部クロックおよびカウンタの動作を停止する結果
、タイミング生成回路４で消費する電力が低減する。したがって、特に、液晶表示装置１
がバッテリ電源により駆動されている場合には、長時間使用が可能となる。
　また、内部クロックおよびカウンタを停止させたことに伴って、画素に対する書き込み
タイミングを決定する書き込みイネーブル信号ＷＥＮが出力されず、垂直シフトパルスＶ
ＳＰによって書き込みタイミングが規定されることになるが、交流信号の反転タイミング
が遅延されることで、画素電位が予期しない値に確定することが回避されて、画品位を維
持することができる。
【００６２】
　なお、本発明は上述した実施形態に拘泥せず、本発明の要旨を変更しない範囲で様々な
改変をなし得るものである。
　たとえば、上述した実施形態では、低温ポリシリコン等の絶縁基板上に表示部が駆動回
路と一体として実装された液晶表示装置について説明したが、これに限られるものではな
い。タイミング生成回路、対向・保持信号生成回路、基準信号生成回路は、絶縁基板上に
搭載されたシリコン半導体回路によって構成してもよいし、絶縁基板に接続されたフレキ
シブル基板上にシリコン半導体回路によって構成してもよい。
【図面の簡単な説明】
【００６３】
【図１】本発明に係る表示装置、例えば液晶表示装置の構成例を示すブロック図である。
【図２】通常動作状態および待機状態での表示部の表示状態を図解した図である。
【図３】タイミング生成回路４の構成例を示すブロック図である。
【図４】反転タイミング調整回路において、反転信号ＲＥＶを遅延させる部分の回路構成
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例を示す図である。
【図５】反転タイミング調整回路において、反転信号ＲＥＶを遅延させる部分の他の回路
構成例を示す図である。
【図６】実施形態に係る表示装置において、通常動作モードでの動作を示すタイミングチ
ャートである。
【図７】実施形態に係る表示装置において、通常動作モードから待機モードに変化した場
合の動作を示すタイミングチャートである。
【図８】実施形態に係る表示装置において、通常動作モードから待機モードに変化した場
合の各部の動作状態を示すタイミングチャートである。
【図９】従来の表示装置において、通常動作モードから待機モードに変化した場合の動作
を示すタイミングチャートである。
【図１０】従来の表示装置における画質劣化を説明するための図である。
【符号の説明】
【００６４】
　１…液晶表示装置、２…インタフェース回路、３…表示部、４…タイミング生成回路、
５…垂直駆動回路、６…基準信号生成回路、７…水平駆動回路、８…対向・保持信号生成
回路、９…対向接続電極。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図９】 【図１０】
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